
1. オープンソース、オープンプラットフォームへ
� 通信キャリアやコンテンツプロバイダーに依存しないオープ
ンなプラットフォーム

• iPhone/iPadのApple Store （一定の審査あり）
↓

� オープンソース、ソースの自由な活用による市場の活性化
• GoogleのAndroid OS, Android Market (汎用OS Linuxをベースと
したオープンソース化されたOS 、ソースコードが無償公開、改変利
用可、自由にアプリの公開可)

＋高度な検索エンジン、膨大な検索DB …Google Phone,Google TV, Google Bookへの展開

＋”マッシュアップ”によって、新たなアプリやコンテンツが生み出される好循環

2. 利便性の高いユーザインターフェイスへ
� タッチパネル、ジャイロセンサー、位置情報連携

� AR(拡張現実)技術の活用 ex.セカイカメラ

� フルカラー タブレット型端末

◆◆◆◆パーソナルパーソナルパーソナルパーソナルデジタル端末のデジタル端末のデジタル端末のデジタル端末のトレンドトレンドトレンドトレンド
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◆◆◆◆主なパーソナル主なパーソナル主なパーソナル主なパーソナル デジタル端末の比較デジタル端末の比較デジタル端末の比較デジタル端末の比較（１）（１）（１）（１） （電子書籍対応のみ、スマートフォンを含む）



◆◆◆◆主なパーソナル主なパーソナル主なパーソナル主なパーソナル デジタル端末の比較デジタル端末の比較デジタル端末の比較デジタル端末の比較（２）（２）（２）（２） （電子書籍対応のみ、スマートフォンを含む）



◆電子書籍を読んだことがあるという人（61.8％）は
どのような機器で読んだことがあるのか （複数回答）

出典：調査会社ORIMO



◆◆◆◆iPadもしくはもしくはもしくはもしくはKindleで閲覧したい電子書籍のｼﾞｬﾝﾙで閲覧したい電子書籍のｼﾞｬﾝﾙで閲覧したい電子書籍のｼﾞｬﾝﾙで閲覧したい電子書籍のｼﾞｬﾝﾙ （複数回答（複数回答（複数回答（複数回答)



◆読んだことがある電子書籍の無料・有料の別

出典：調査会社ORIMO



◆電子書籍を利用したい理由◆電子書籍を利用したい理由◆電子書籍を利用したい理由◆電子書籍を利用したい理由

出典：楽天リサーチ



◆電子書籍を利用したくない理由◆電子書籍を利用したくない理由◆電子書籍を利用したくない理由◆電子書籍を利用したくない理由 （１）（１）（１）（１）

出典：楽天リサーチ



◆◆◆◆電子書籍を利用し電子書籍を利用し電子書籍を利用し電子書籍を利用したくたくたくたくない理由ない理由ない理由ない理由 （２）（２）（２）（２）



◆米国で◆米国で◆米国で◆米国でKindleをををを利用利用利用利用するのはするのはするのはするのは?

Kindle利用者は高所得で読書好き利用者は高所得で読書好き利用者は高所得で読書好き利用者は高所得で読書好き
出典：電通



◆◆◆◆Kindleの購入理由の購入理由の購入理由の購入理由/動機動機動機動機 （米国）（米国）（米国）（米国）

Kindle利用者は利便性重視利用者は利便性重視利用者は利便性重視利用者は利便性重視
出典：電通



◆◆◆◆Kindle利用利用利用利用前後の月間購読数前後の月間購読数前後の月間購読数前後の月間購読数 （米国）（米国）（米国）（米国）

Kindle利用後、紙媒体の購読は減ったが、電子媒体を含めた購読は１利用後、紙媒体の購読は減ったが、電子媒体を含めた購読は１利用後、紙媒体の購読は減ったが、電子媒体を含めた購読は１利用後、紙媒体の購読は減ったが、電子媒体を含めた購読は１.6倍程度増加倍程度増加倍程度増加倍程度増加

出典：電通



◆◆◆◆Kindle利用後の評価利用後の評価利用後の評価利用後の評価 （米国）（米国）（米国）（米国）

Kindle利用者の多くが期待以上であると評価利用者の多くが期待以上であると評価利用者の多くが期待以上であると評価利用者の多くが期待以上であると評価

出典：電通



◆◆◆◆Kindle利用者のｶﾗｰ液晶ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末への志向は利用者のｶﾗｰ液晶ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末への志向は利用者のｶﾗｰ液晶ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末への志向は利用者のｶﾗｰ液晶ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末への志向は? （米国）（米国）（米国）（米国）

○Kindleで改善してほしいと思う点は ○ｶﾗｰ液晶ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末を購入したいか?

出典：電通



◆一般的な書籍出版の利益構造◆一般的な書籍出版の利益構造◆一般的な書籍出版の利益構造◆一般的な書籍出版の利益構造

出典：永田豊志，Business Media 誠誠誠誠

実際には、書籍の平均的な返本率は40％程度。

卸値が70％でも、販売部数が60％程度であれば、

利益は本の売上比で42％で赤字となる

印刷した部数が完売した場合



出典：永田豊志，Business Media 誠誠誠誠

◆一般書籍のリアル書店・電子書店流通での売上・利益◆一般書籍のリアル書店・電子書店流通での売上・利益◆一般書籍のリアル書店・電子書店流通での売上・利益◆一般書籍のリアル書店・電子書店流通での売上・利益

→これを電子書籍で考えれば、更にコストが下がり、損益分岐点も下がる。

電子書籍では、より少ない部数でも利益が得られやすいと考えられる。




